四川汶川地震のメモ　　　　　　　　2008年10月4日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　田　　進　
１．発生時期：2008年5月12日14：28

２．震源：四川省ガバ・チベット族チャン族自治区汶川県
３．震度：M8

４．人的損傷（6月8日現在）：
死者：6万9,136人、負傷者：37万4,061人、行方不明者：1万7,686人。
学生の死亡者（四川省）：5月26日4,737人（７％）
５．経済的損失－産業：
　　(1)四川省の被害企業　２万３７６社　損失　2,040億元（3兆600億円）
　　徳陽、成都、綿陽、成元、ガバ・チベット族チャン族自治区、雅安市の損害が最も大きい。97％〔1,981億元（2兆9,715億元）〕を占める。
　　(2)陝西省の被害：16億元（240億円）、甘粛省の被害：20億元（300億円）
(3)損失の評価　
限定的：四川省は全中国のGDPの４％を占める。
被害地域の生産額は全国の0.17％
　　売上高1億元（15億円）以上の企業は99社。
　　　　6月末までに生産再開可能　50％
　　　　3ヶ月以内に再開可能　75％。
６．経済的損失－農業・畜産業
「天府之国」と称され、穀物生産は全国の5.8％(2006年)

　　　　　　　　　　　豚の納入量は11％。
７．経済的損失－観光業
　　2007年の収入　1,217億元(四川省GDP の10％)　
損失額　500億元（7500億円）5月24日の試算による。
　　正常な受け入れ体制に回復するには半年から1年の時間がかかる。
　　名所として、世界遺産が2箇所、全国重点有形文化財保護指定が169カ所、
　　省レベル重点有形文化財保護指定が250ヶ所、各館にある重要文化財が2,766点。
周辺の各省も観光客減少の影響を受ける。
８．四川省に進出している日系企業：
　　トヨタ、ヤマハ、矢崎総業、NEC,豊田紡績、アルバック、伊勢丹（成都）、
　　大塚製薬（楽山）、日本精化（綿陽）など174社（重慶日本総領事館）は
　　影響をほとんど受けていない。
９．救援体制救援体制
5月12日地震災害対策本部が結成され、緊急救援チーム（解放軍、公安部など）、生産復興チーム（国家発展改革委員会、財政部、商務部．．．）など9チームが編成された。
同日23：40に災害地で温家宝総理が地震救援緊急会議を召集、それぞれの救援活動の配置が決定された。
5月21日　700億元の基金設立。
各機関は5％の節約を一律実施し、その金額を被災地に回す。
5月22日　各省、自治区、直轄市が四川省、甘粛省の23県をそれぞれが担当し、責任持って復興にあたる。
